
令和７年度 第２回 今後の市立高校のあり方に関する懇談会 

 

日時 令和７年１２月１７日（水）１０：００～ 

                  場所 名古屋市役所東庁舎６階 教育委員会室 

 

１ 開会 

 

２ 教育委員会挨拶 

 

３ 今後の市立高校のあり方について 

（１）専門部会における議論について  

    ・新たな学校制度専門部会・・・別紙１ 

    ・普通科改革専門部会・・・・・別紙２ 

    ・専門学科等の充実専門部会・・別紙３ 

（２）高等学校入学者選抜について・・別紙４ 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 



   
 

今後の市立高校のあり方に関する懇談会 委員名簿 

 

氏名（敬称略） 所属 

久野 弘幸 中京大学教養教育研究院 教授 

藤村 裕一 
鳴門教育大学大学院学校教育研究科 

教授 

柴田 好章 
名古屋大学大学院教育発達科学研究科  

教授 

伊藤 恭彦 名古屋市立大学 理事・副学長   

小村 俊平 
ベネッセ教育総合研究所 教育イノベーション

センター長 

吉川 佳佑 
株式会社ガイアックス スタートアップスタジ

オ事業部 起業家教育事業 責任者 

加藤 裕司 元名古屋市立高等学校長会 会長 

尾関 利昌 名古屋市立小中学校 PTA 協議会 会長 

若菜 博子 名古屋市立高等学校 PTA 協議会 会長 

山村 伸人 名古屋市立冨士中学校 校長 

秋田 直孝 名古屋市立向陽高等学校 校長 

森  義裕 名古屋市立植田北小学校 教諭 

加藤  司 名古屋市立工芸高等学校 教諭 

 



   
専門部会 委員名簿 

 
〇新たな学校制度 

氏名（敬称略） 所属 

藤村 裕一 鳴門教育大学大学院学校教育研究科 教授 

伊藤 恭彦 名古屋市立大学 理事・副学長  

吉川 佳佑 
株式会社ガイアックス スタートアップスタジ

オ事業部 起業家教育事業 責任者 

大杉 周三 前津中学校 校長 

久木田隆宏 菊里高等学校 校長 

松﨑 大河 大江中学校 教諭 

堀内 陽来 緑高等学校 教諭 

 
〇普通科改革 

氏名（敬称略） 所属 

久野 弘幸 中京大学教養教育研究院 教授 

小村 俊平 
ベネッセ教育総合研究所 教育イノベーション

センター長 

伊藤 聡子 桜台高等学校 校長 

松村  有香 菊里高等学校 教諭 

 
〇専門学科等の充実 

氏名（敬称略） 所属 

柴田 好章 名古屋大学大学院教育発達科学研究科 教授 

生駒 健二 株式会社イクシー 代表取締役社長 

櫻井 雅子 名古屋文理大学 客員教授 

成本 理香 愛知県立芸術大学 教授 

鈴木 彰芳 北高等学校 校長 

古江 貴紀 工業高等学校 教諭 
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高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン（仮称）） 骨子 

～2040年に向けたN-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール1構想～ 

 

１．グランドデザインの背景 

（社会状況の大きな変化「2040年問題」） 

・2040 年には、少子高齢化、生産年齢人口の減少、地方の過疎化が一層深刻化。産業構造

や社会システムの変化を踏まえた労働力需給ギャップ、理系人材の不足の可能性。 

・高校生が学校で「自ら問いを立てる力」「他者と共に価値を作り出す力」等を身に付け、

希望する大学等への進学や就職等をし、生涯を通じて幸福に暮らしていくことができる

よう、以下３つの視点の下で高校改革に取り組むとともに、高校から大学・大学院に至る

までの一貫した教育改革により、強い経済や地域社会の基盤となる人材育成を実現。 

＜視点１＞不確実な時代を自立して生きていく主権者として、AIに代替されない能力や

個性の伸長 

＜視点２＞我が国の経済・社会の発展を支える人材育成 

＜視点３＞一人一人の多様な学習ニーズに対応した教育機会・アクセスの確保 

・専門高校の機能強化・高度化、普通科改革を通じた特色化・魅力化、地理的アクセス・多

様な学びの確保を通じた高校教育の転換により、高校が、未来の労働市場、地方経済、イ

ノベーションを興す力を底上げする起点としての役割を果たし、高齢化や人口減少とい

った課題に直面している我が国が社会全体で課題を解決する構造へと変化を遂げ、持続

的に発展する日本社会を実現。 

 

２．高校改革の方向性～2040年に向けた高校の姿～ 

（１） ＜視点１＞ AIに代替されない能力や個性の伸長 

・義務教育の成果を更に発展させるとともに、知識の理解の質を更に高め、確かな学力を育

成。 

・AI に代替されない能力（言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力、他者と協働す

る力等）の育成、探究的な学びや実践的な学びへの学習観の転換、主体的に学び人生を切

り拓く「生徒を主語にした」教育を推進。 

・イノベーション創出に向けた「新たな知」を生み出すため、生徒の「好き」を育み、「得

意」を伸ばす多様な経験を通じた、生徒一人一人の能力の伸長、主体性の涵養が必要。 

 

（実現するための取組の方向性） 

・個々の生徒の学習ニーズへの対応等に向けた教育課程の柔軟化 （教科・科目の柔軟な組み

換えを含む。）やデジタル技術の活用。 

・校長のリーダーシップの下でのスクール・ミッションやスクール・ポリシーに基づく学校

運営や教育活動の具体化、生徒の学びの成果・課題の把握と教育活動の改善への反映、公

表の仕組みの構築。 

・高校入試における多様な背景を有する生徒の特性等の多面的評価。 

 
1 N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクールとは、New Education, New Excellence, New Transformation of High 

Schoolsの略である。 

参 考
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・デジタル技術の活用等も含め高校までの学びの成果を適切に評価できる大学入試の検討

や、主体的・自律的に学修するための環境構築、厳格な成績評価等による「出口における

質保証」への改善を大学に促し、高校教育から大学教育までを通じた一貫した改革。 

 

（２） ＜視点２＞ 我が国の社会・経済の発展を支える人材育成 

・2040 年には、いわゆる文系人材の余剰、いわゆる理系人材の不足、地域の経済社会を支

えるエッセンシャルワーカーの圧倒的不足が懸念。産業イノベーション人材育成の必要。

グローバル化も進展する中、こうした人材への国際的な資質・能力の涵養や、世界で活躍

できる人材の育成も重要。 

・AI 等によって社会全体が大きく変わり、従来の進路選択の見方が必ずしも妥当しなくな

りつつあるとの危機意識を共有し、進学希望者の理解、保護者や学校関係者の意識改革が

必要。 

・新時代を担う人材を育成するための高校の特色化・魅力化が必要。 

 

（実現するための取組の方向性） 

・理数系やDX ・AIに関する関心の向上、探究・文理横断 ・実践的な学び、Society5.0に対

応した STEAM 教育、専門高校における地域の産業界との連携等に向けた指導運営体制の

充実。 

・理数・デジタルや文系的素養、DX・AI を使いこなす情報活用能力を身に付けた上で、社

会で活躍するロールモデルを生徒自身が感じながら学ぶことができる環境の構築。 

・普通科に偏った学科構成の見直しや産業界の伴走支援による専門高校の機能強化・高度

化等の取組と、大学教育における理工・デジタル系人材育成の強化等の取組を有機的に連

携・連動。 

・国内外の大学・高校等とも連携しながら、社会的課題の解決に向きあう学びや、留学生の

派遣や受入れを通じたグローバル人材の育成。 

 

（３）＜視点３＞ 一人一人の多様な学習ニーズに対応した教育機会・アクセスの確保 

・少子化が加速する地域における高校教育の維持や学びのアクセスの確保が必要。 

・不登校児童生徒、特別な教育的支援や日本語指導を必要とする児童生徒の増加、通信制課

程の生徒の大幅増加を踏まえ、高校のいずれの課程でも柔軟で質の高い学びの選択肢の

保障が必要。 

 

（実現するための取組の方向性） 

・全国どこにいても学びが保障されるよう、生徒の地理的アクセスの確保に留意しつつ一

定規模の確保、小規模校を含む学校間連携や遠隔授業の推進。 

・通信制高校の管理運営の適正化や教育の質の確保・向上。 

・個々の生徒の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実、日本語指導が必要な生徒に対

する指導体制の整備。 

  

 ※視点１～３を踏まえ、例えば、いわゆる理系人材の育成や専門高校における人材育成等

に関する目標設定を検討する。 
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３．高校教育の充実に向けた支援 

（１）グランドデザインの中核となる高校支援 

（基本認識） 

・公立高校は、多様な背景を有する生徒の様々な学習ニーズ、地域が求める人材、学校の地

理的状況などの観点から、地域における高校教育の普及や機会均等を図る重要な存在。 

・高等学校等就学支援金制度の見直しによる専門高校を含む公立高校への影響を考慮し、

公立高校への支援を拡充。 

 

（実行計画の策定・実施及び支援方策） 

・本グランドデザインを踏まえ、都道府県において 「高等学校教育改革実行計画」 （以下「実

行計画」という。）を策定し、安定財源を確保した上で、令和９年度に新たに創設する「高

等学校教育改革交付金（仮称）」（以下「交付金」という。）等により支援。 

・実行計画の策定に当たっては、都道府県教育委員会が中心となることが想定されるが、都

道府県知事等の首長や関係部局、地域の関係者や産業界と十分に連携・協働。総合教育会

議等を活用し、幅広い意見等を聞いて策定。 

・実行計画は、主として公立高校の取組を記載することを想定しているが、都道府県の判断

により、私立高校の取組を記載することも可能。 

・交付金の創設に先立ち、パイロットケースとして、産業イノベーション人材の育成に向

け、アドバンスト・エッセンシャルワーカーを育成するための実践的で高度な学びや、理

数系人材を育成するための文理融合・探究的な学び、地理的アクセスを踏まえた多様な学

びを先導する高校を創設するため、都道府県に基金を設置し、改革を牽引。その際、国際

的な資質・能力を有するグローバル人材の育成や、高校生の多様な学びを広く支援するた

め、学校と地域が連携した学力向上・学習支援や域内の高校への取組・成果の共有等にも

取り組む。 

・高等専門学校の新設 （専門高校の高等専門学校への転換を含む。）は、国の「大学・高専

機能強化支援事業（成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に向けた基金）」等の支

援により促進。 

 

（交付金の対象となる取組及び留意点等） 

・交付金の対象となる取組は以下に示すものを基本とし、計画の具体化に当たっては、 「２．

高校改革の方向性」における視点１～３を踏まえたものであることが前提。 

① 専門高校の機能強化・高度化 （産業界の伴走支援を受けながら行う教育課程の刷新・

開発、先端分野の専門的な指導等を通じた地域産業を支える人材育成の取組等） 

② 普通科改革を通じた高校の特色化・魅力化 （理数系教育、学際的・複合的な学問分野

に即した学び等に重点を置くなど、学校の創意工夫に基づき、教育課程等の改革を行

う取組等） 
③ 地理的アクセス・多様な学びの確保 （学校規模・配置の適正化、学校間連携や遠隔授

業の促進等） 

※学校と地域が連携した学力向上・学習支援による高校生の学びの支援も対象。 

・交付金の運用に当たっては、各都道府県が取り組む高校改革に係る進捗管理や評価・改善

の状況を適切に把握し、定期的な評価・公表を実施することが必要。 
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（２）高校教育における個人支援の拡充 

（基本方針） 

・いわゆる高校無償化の詳細な制度設計や、低中所得層への高校生等奨学給付金の拡充に

ついては、 「経済財政運営と改革の基本方針2025」（令和７年６月13日閣議決定）や、 「三

党合意に基づく令和８年度以降の高校教育等の振興方策について」（令和７年10月29日）

を踏まえ、その具体化を検討。 

 

（支給方法の取扱い） 

・高等学校等就学支援金や高校生等奨学給付金の申請手続について、地方分権提案等を踏

まえて申請手続の更なるデジタル化を検討し、手続の簡素化による負担を軽減。 

・いわゆる高校無償化については、国民の様々な意見や新たな制度の実施状況等の分析等

を踏まえて、３年以内の期間に十分な検証を行った上で、必要な制度の見直しを実施。 
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立
大
学

と
連
携

を
図

り
、

探
究
学

習
の

深
化

が
で
き

る
。

〇
教

職
員
の

連
携
に

よ
り

、
先

取
り
だ

け
で

な
く

、
つ
ま

ず
い

た
際

の
「
学

び
直

し
」

も
き
め

細
か

く
対

応
で
き

る
。

〇
市

立
高
校

の
特
色

で
あ

る
専

門
学
科

と
結

び
つ

け
、
中

学
生

1
2歳

の
段
階

か
ら

将
来

を
見
据

え
た

キ
ャ

リ
ア
教

育
を

盛
り

込
む
こ

と

が
で

き
る

。

〇
「

フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ

プ
ス

ク
ー

ル
」
と

し
て

、
先

進
的
な

取
り

組
み

を
他
の

市
立

高
校

へ
波
及

さ
せ

る
役

割
を
担

う
こ

と
が

で
き
る

。

〇
小
学

校
段

階
で
の

中
学

受
験

の
低
年

齢
化

・
過

熱
化

を
助
長

し
な

い
よ

う
、
入

学
者

選
抜

方
法
を

含
め

十
分

な
配
慮

が
必

要
。

〇
地
域

の
中

学
校
か

ら
生

徒
や

中
心
と

な
る

教
員

が
流

出
し
、

地
域

の
中

学
校
の

活
力

が
低

下
す
る

可
能

性
に

つ
い
て

慎
重

な
検

討
が

必
要

。

〇
保
護

者
が

期
待
し

が
ち

な
「

エ
ス
カ

レ
ー

タ
ー

式
で

の
進
学

」
と

い
う

イ
メ
ー

ジ
と

の
乖

離
を
防

ぎ
、

「
探

究
中
心

」
と

い
う

本
来

の
理

念
の

明
確
な

発
信

が
必

要
。

〇
す
で

に
多

様
な
形

態
を

設
置

し
て
い

る
県

立
校

と
の

違
い
を

明
確

に
し

、
名
古

屋
市

な
ら

で
は
の

特
色

を
打

ち
出
す

こ
と

が
必

要
。

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

２



〜
通
信
制
高
校
〜

「
新
た
な
学
校
制
度
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

本
市
が

実
現

す
る
意

義
本
市
が

実
現

す
る
意

義

〇
様
々

な
事

情
で
市

立
高

校
を

転
退
学

せ
ざ

る
を

得
な
い

生
徒

の
学

び
の
場

と
し

て
、

市
立

の
枠
内

で
学

び
続

け
ら
れ

る
場

を
保

障
で

き
る

。

〇
不
登

校
施

策
と
し

て
だ

け
で

な
く
、

ア
ス

リ
ー

ト
や
芸

能
活

動
、

あ
る
い

は
自

律
し

て
学

習
で
き

る
生

徒
、

特
定
分

野
に

特
異

な
才

能
の

あ
る

生
徒
な

ど
、

多
様

な
生
徒

が
積

極
的

に
選
ぶ

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な
選

択
肢

と
し

て
位

置
づ
け

ら
れ

る
。

〇
独
立

し
た

学
校
で

は
な

く
、

市
立
高

校
14
校

と
連
携
で

き
る

フ
レ

キ
シ
ブ

ル
（

柔
軟

）
な

形
（
例

：
通

信
制

を
拠
点

に
他

校
の

授
業

を
学

ぶ
、

オ
ン
デ

マ
ン

ド
教

材
に
よ

る
『

習
熟

度
に
応

じ
た

学
び

』
等
）

を
検

討
し

、
市

立
全
体

の
強

み
を

活
か
す

こ
と

が
で

き
る
。

〇
広
域

通
信

制
に
は

な
い

、
名

古
屋
の

産
業

や
文

化
と
連

携
し

た
「

地
域
に

根
差

し
た

学
び

」
を
提

供
し

、
差

別
化
で

き
る

。

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

●
生
徒

の
高

い
自

己
管
理

能
力

が
求

め
ら
れ

る
た

め
、

生
活
習

慣
の

乱
れ

や
社
会

的
孤

立
を

防
ぐ
た

め
の

支
援

が
必
須

。

●
学
習

面
だ

け
で

な
く
、

生
活

面
や

メ
ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

を
支
え

る
た

め
、

教
員
が

一
人

で
抱

え
込
ま

な
い

「
手

厚
い
サ

ポ
ー

ト
体
制

」

（
専

門
職

員
や

メ
ン
タ

ー
の

配
置

）
の
構

築
が

成
功

の
絶
対

条
件

。

●
強
力

な
ブ

ラ
ン

デ
ィ
ン

グ
を

行
う

私
立
通

信
制

と
差

別
化
で

き
る

、
市

立
な
ら

で
は

の
魅

力
づ
く

り
と

広
報

戦
略
が

必
要

。

●
最
適

な
設

置
形

態
（
独

立
校

か
、

既
存
校

へ
の

併
設

か
、
全

日
制

等
と

の
一
体

型
か

）
を

慎
重
に

検
討

す
る

こ
と
が

必
要

。
３



〜
学
び
の
多
様
化
学
校
〜

「
新
た
な
学
校
制
度
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

本
市
が

実
現

す
る
意

義
本
市
が

実
現

す
る
意

義

〇
授
業

時
数

削
減
や

教
科

横
断

型
授
業

な
ど

、
制

度
の
高

い
自

由
度

を
活
か

し
、

名
古

屋
の
地

域
性

や
強

み
を
反

映
し

た
魅

力
的
な

カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が
実

現
で

き
る

。

●
「

不
登
校

生
徒
の

た
め

の
特

別
な
学

校
」

と
い

う
位
置

づ
け

で
は

な
く
、

「
行

き
た

く
な
る

学
校

づ
く

り
」
を

大
前

提
と

す
べ
き

。

●
最

大
の
懸

念
で
あ

る
「

レ
ッ

テ
ル
貼

り
」

を
払

拭
す
る

た
め

、
民

間
の
知

見
も

活
用

し
た
高

度
な

ブ
ラ

ン
デ
ィ

ン
グ

と
広

報
戦
略

が

不
可

欠
。

●
特

別
な
場

を
作
る

こ
と

が
か

え
っ
て

生
徒

を
孤

立
さ
せ

な
い

よ
う

配
慮
が

必
要

。

●
新

し
い
学

校
を
作

る
の

で
は

な
く
、

既
存

の
学

校
の
中

に
多

様
な

学
び
を

保
障

す
る

こ
と
が

必
要

。

●
専

門
性
の

高
い
教

員
の

確
保

・
配
置

と
、

そ
れ

に
よ
る

既
存

校
へ

の
影
響

、
お

よ
び

知
見
を

市
全

体
に

還
元
す

る
長

期
的

な
仕
組

み

の
検

討
が

必
要
。

●
市

立
中
央

高
校
の

優
れ

た
実

践
（
多

様
な

生
徒

の
育
成

実
績

、
開

放
的
な

建
物

構
造

な
ど
）

を
参

考
に

、
ソ
フ

ト
・

ハ
ー

ド
両
面

か

ら
の

検
討

が
必
要

。

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

４



〜
【
そ
の
他
】
市
立
高
校
全
体
の
魅
力
化
に
向
け
て
〜
「
新
た
な
学
校
制
度
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

〇
「
公

立
助

成
」
の

考
え

方
に

基
づ
き

、
ト

イ
レ

の
改
修

や
体

育
館

へ
の
エ

ア
コ

ン
設

置
な

ど
、
既

存
の

全
市

立
高
校

の
施

設
・

設
備

整
備

を
最
優

先
で

行
う

こ
と
が

必
要

。
こ

れ
が
多

く
の

生
徒

に
と
っ

て
の

「
子

ど
も

フ
ァ
ー

ス
ト

」
で

あ
る
。

〇
教
職

員
定

数
の
抜

本
的

な
改

善
（
少

人
数

学
級

・
少
人

数
指

導
の

充
実
）

な
ど

、
生

徒
一

人
ひ
と

り
に

丁
寧

に
関
わ

る
こ

と
が

で
き
る

体
制

を
整
え

る
こ

と
こ

そ
が
、

市
立

高
校

の
最
大

の
魅

力
と

な
り
得

る
。

〇
市
立

高
校

の
既
存

の
強

み
（

自
由
な

校
風

、
探

究
活
動

の
実

践
、

生
徒
に

寄
り

添
う

教
員

）
を
、

専
門

家
の

力
も
借

り
て

効
果

的
に
広

報
・

ブ
ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

し
、
「

県
立

と
市

立
の
違

い
が

わ
か

ら
な
い

」
現

状
を

打
破

す
る
こ

と
が

必
要

。

〇
「
チ

ー
ム

市
立
高

校
」

と
し

て
14
校

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

を
活

か
し

、
学
校

の
枠

を
超

え
た

単
位
互

換
や

、
柔

軟
な
転

校
制

度
、

部
活
動

の
学

校
間
連

携
な

ど
、

1
4校

全
体
で

生
徒

を
支
え

る
仕

組
み

づ
く
り

の
検

討
が

必
要

。

〇
授
業

改
善

や
生
徒

の
心

の
健

康
観
察

へ
の

D
X
の

活
用
や

、
企

業
フ

ァ
ン
ド

の
よ

う
な

新
た

な
資
金

調
達

方
法

の
検
討

が
必

要
。

〇
教
員

の
ウ

ェ
ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
実
現

（
働

き
方

改
革
、

専
門

職
の

配
置
充

実
、

教
員

の
意

向
を
尊

重
し

た
配

置
）
が

、
生

徒
の

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ
ン

グ
の

前
提

条
件
で

あ
る

こ
と

を
認
識

す
べ

き
。

そ
し
て

、
現

在
の

市
立

高
校
の

教
員

の
よ

う
に
、

誇
り

を
持

っ
て
働

け
る

教
員
を

継
続

し
て

輩
出
し

て
い

く
仕

組
み
づ

く
り

の
検

討
が
必

要
。

〇
新
制

度
が

経
済
格

差
に

よ
る

教
育
格

差
を

助
長

す
る
こ

と
の

な
い

よ
う
、

公
立

と
し

て
の

役
割
（

全
て

の
子

ど
も
へ

の
学

び
の

保
障
）

を
堅

持
す
る

こ
と

が
必

要
。

５



今
後

の
市

立
高

校
の

あ
り
方

に
関

す
る
懇

談
会

「
普

通
科

改
革

」
専

門
部

会

意
見

ま
と
め

１

別
紙

２



〜
無
学
年
制
の
単
位
制
〜

「
普
通
科
改
革
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

本
市
が

実
現

す
る
意
義

本
市
が

実
現

す
る
意
義

〇
学

び
の
価

値
観
の

変
化

（
「

や
ら
さ

れ
る

学
び

」
か
ら

「
興

味
を

深
掘
り

す
る

学
び

」
へ
）

や
就

職
環

境
の
変

化
に

対
応

し
、

1
0
代

で
自

分
の

強
み
や

方
向

性
を

見
つ
け

る
教

育
が

求
め
ら

れ
て

い
る

。

○
生

徒
の
多

様
な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る
柔

軟
な

教
育

制
度
と

し
て

単
位

制
は
有

効
で

あ
り

、
画
一

的
な

学
年

制
か
ら

脱
却

し
、

生
徒

が
自

ら
選

択
し

、
主
体

的
に

学
ぶ

環
境
を

整
え

る
こ

と
が
可

能
で

あ
る

。

○
Ｄ

Ｘ
や
外

部
人
材

の
活

用
に

よ
り
、

市
立

高
校

な
ら
で

は
の

柔
軟

で
先
進

的
な

教
育

モ
デ
ル

を
構

築
で

き
る
可

能
性

が
あ

り
、

ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ
ト

を
活

か
し

た
シ
ス

テ
ム

設
計

が
期
待

で
き

る
。

●
全
日

制
で

の
多
様

な
選

択
肢

と
必
履

修
科

目
の

両
立
に

は
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
設

計
や

教
員

配
置
、

運
営

体
制

等
の
課

題
解

決
が

必
要
。

●
生
徒

が
漫

然
と
科

目
を

選
ば

な
い
よ

う
、

「
好

き
」
や

「
得

意
」

を
発

見
す
る

プ
ロ

セ
ス

を
支
援

す
る

仕
組

み
が
必

要
。

●
個
別

の
学

び
と
学

校
と

し
て

の
共
同

体
的

価
値

を
両
立

さ
せ

る
た

め
、

ホ
ー
ム

ル
ー

ム
や

学
校
行

事
な

ど
を

通
じ
た

協
調

性
の

育
成

や
人

間
関

係
形
成

の
支

援
も

重
要
。

●
制
度

の
運

用
や
教

員
負

担
軽

減
に
は

、
外

部
人

材
や
Ｄ

Ｘ
の

活
用

に
よ

り
、
共

通
プ

ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム

構
築

な
ど
持

続
可

能
な

体
制

が
必

要
。

●
改
革

は
パ

イ
ロ
ッ

ト
校

で
の

実
証
を

経
て

段
階

的
に
進

め
、

現
場

の
声

を
反
映

し
た

条
件

整
備
や

教
育

委
員

会
の
支

援
体

制
が

必
要
。

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

２



〜
学
校
間
連
携
〜

「
普
通
科
改
革
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

本
市
が

実
現

す
る
意

義
本
市
が

実
現

す
る
意

義

〇
市
立

高
校

が
コ

ン
パ
ク

ト
に

集
ま

る
地
理

的
特

性
を

活
か
し

、
学

校
間

で
専
門

性
や

リ
ソ

ー
ス
を

共
有

す
る
都

市
型

連
携

を
実
現

で

き
る

。

○
学
校

の
枠

を
越

え
た
学

び
を

通
じ

て
、
生

徒
同

士
の

交
流
や

教
員

の
専

門
性
の

共
有

を
進

め
、
市

立
高

校
全
体

の
ブ

ラ
ン

ド
力
を

高

め
る

こ
と

が
で

き
る
。

○
1
校
で

は
提

供
で

き
な
い

多
様

な
学

び
や
専

門
科

目
の
相

互
補

完
を

実
現
し

、
生

徒
の

主
体
性

や
協

働
性

を
育
む

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

●
各

校
で
異

な
る
授

業
時

間
を

調
整
し

、
市

立
全

体
で
時

間
割

を
設

計
す
る

こ
と

が
必

要
。

●
複

雑
な
時

間
割
編

成
や

教
員

の
欠
員

対
応

に
は

、
デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活
用

に
よ

る
運

営
の
効

率
化

・
教

育
の
質

向
上

が
必

要
。

●
他

校
で
の

活
動
の

リ
ス

ク
（

事
故
、

出
欠

管
理

等
）
に

対
し

、
教

員
が
安

心
し

て
取

り
組
め

る
ル

ー
ル

や
責
任

体
制

の
整

備
が
必

要
。

●
「

年
1
回
の

市
立
共

通
授

業
」

や
「
週

1
回
の

コ
モ

ン
コ

ア
タ
イ

ム
」

な
ど

、
小
規

模
な

連
携

か
ら
始

め
る

こ
と

が
効
果

的
。

●
「

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

ナ
ビ

ゲ
ー

タ
ー
」

の
よ

う
な

支
援
人

材
を

配
置

し
、
教

員
の

負
担

軽
減
と

連
携

の
円

滑
化
を

図
る

こ
と

が
有
効

。

●
「

な
ご
や

科
」
の

よ
う

な
地

域
探
究

科
目

を
総

合
的
な

探
究

の
時

間
の
入

口
と

し
て

活
用
し

、
各

校
の

特
色
あ

る
探

究
へ

つ
な
げ

る

こ
と

も
有

効
。

●
学

校
間
連

携
の
学

び
の

場
と

し
て
教

育
セ

ン
タ

ー
や
グ

ロ
ー

バ
ル

エ
デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
セ
ン

タ
ー

等
の

既
存
施

設
の

活
用

も
有
効

。

●
取

り
組
み

の
目
的

や
意

義
を

生
徒
・

保
護

者
・

市
民
に

広
く

発
信

し
、
理

解
と

応
援

を
得
る

プ
ロ

セ
ス

が
必
要

。
３



〜
コ
ー
ス
・
学
科
の
新
設
〜

「
普
通
科
改
革
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

本
市
が

実
現

す
る
意

義
本
市
が

実
現

す
る
意

義

〇
普
通

科
の

汎
用
性

に
専

門
性

を
加
え

る
こ

と
で

、
生
徒

の
進

路
や

関
心
に

応
じ

た
選

択
肢
を

広
げ

る
こ

と
が
で

き
る

。

○
創
造

力
や

デ
ザ
イ

ン
力

、
社

会
課
題

解
決

力
を

育
む
教

育
に

よ
り

、
将
来

の
多

様
な

分
野
で

活
躍

す
る

人
材
の

育
成

に
つ

な
が
る

。

○
各
校

が
独

自
の
コ

ー
ス

を
持

つ
こ
と

で
、

選
ば

れ
る
学

校
づ

く
り

を
推
進

し
、

市
立

高
校
の

魅
力

を
高

め
る
こ

と
が

で
き

る
。

●
生

徒
が
入

学
後
に

選
択

で
き

る
新
し

い
コ

ー
ス

制
の
導

入
は

、
専

門
性
と

柔
軟

性
の

両
立
が

可
能

。

●
多

様
化
し

す
ぎ
る

こ
と

に
よ

る
各
学

校
の

没
個

性
化
や

教
員

負
担

の
増
加

を
防

ぐ
に

は
、
「

何
を

や
ら

な
い
か

」
を

明
確

に
し
、

学

校
の

特
色

を
際
立

た
せ

る
こ

と
が
必

要
。

●
教

科
の
枠

に
収
ま

ら
な

い
コ

ー
ス
設

置
に

は
、

担
当
の

明
確

化
と

ノ
ウ
ハ

ウ
の

属
人

化
防
止

が
必

要
。

●
教

員
が
専

門
性
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を

活
か

せ
る

よ
う
、

主
体

性
を

尊
重
し

た
設

計
が

必
要
。

●
新

設
に
あ

た
っ
て

は
拙

速
な

検
討
を

避
け

、
募

集
や
教

員
配

置
な

ど
の
課

題
を

丁
寧

に
検
討

す
る

こ
と

が
必
要

。

●
各

校
が
得

意
分
野

を
持

ち
、

特
色
あ

る
コ

ー
ス

を
展
開

す
る

こ
と

で
学
校

選
択

の
理

由
を
明

確
化

す
る

こ
と
が

必
要

。

【
コ

ー
ス

の
例
】

：
ア

カ
デ

ミ
ッ
ク

系
（

デ
ジ

タ
ル
、

ス
ポ

ー
ツ

科
学
、

社
会

課
題

解
決
）

、
公

共
系

（
教
育

、
福

祉
、

防
災
）

、
産

業
・

ス
タ
ー

ト
ア

ッ
プ

系
（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
、

ア
ー

ト
系

（
汎
用

的
な

デ
ザ

イ
ン
思

考
の

育
成

）
な
ど

●
広

報
戦
略

を
強
化

し
、

形
式

的
な
名

称
変

更
で

は
な
く

、
学

び
の

価
値
や

成
長

の
イ

メ
ー
ジ

を
具

体
的

に
発
信

す
る

こ
と

が
必
要

。

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

４



〜
そ
の
他
〜

「
普
通
科
改
革
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

魅
力
向

上
に
生

か
す

べ
き
市

立
高
校

の
特
色

○
市
立

高
校

は
、
地

域
か

ら
の

信
頼
が

厚
く

、
安

心
し
て

通
え

る
学

校
と
し

て
定

着
し

て
い
る

。
地

域
的

な
コ
ン

パ
ク

ト
さ

に
よ
る

関
係
性

の
強

さ
が
あ

り
、

教
員

同
士
や

教
育

委
員

会
と
の

距
離

の
近

さ
、
教

員
の

専
門

性
と
生

徒
へ

の
寄

り
添
い

の
両

立
な

ど
が
魅

力
。

探
究
的

な
学
び

と
進

学
ニ
ー

ズ
の
両

立
へ
の
課
題

〇
保
護

者
の

進
学
へ

の
期

待
と

社
会
が

求
め

る
探

究
的
な

学
び

の
両

立
は
課

題
で

あ
り

、
教
員

の
多

忙
さ

が
探
究

活
動

の
時

間
確
保

を
妨
げ

て
い

る
。
理

想
を

実
現

す
る
に

は
、

専
門

人
材
や

教
育

リ
ソ

ー
ス
の

充
実

が
必

要
。

生
徒
の

自
律
性

と
個

別
対
応

の
重
要

性
○

生
徒

の
適

性
に
向

き
合

い
な

が
ら
、

自
律

的
に

学
ぶ
力

を
育

て
る

必
要
が

あ
る

。
夢

の
押
し

つ
け

で
は

な
く
、

選
択

の
痛

み
も
含

め
て
伴

走
す

る
姿
勢

が
重

要
。

教
員
の

負
担

を
減

ら
し
、

生
徒

同
士

の
協
働

的
な

学
び

を
促
す

環
境

づ
く

り
が
求

め
ら

れ
て

い
る
。

教
員
の

役
割
転

換
○

教
員

の
役

割
を
、

知
識

を
教

え
る
「

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー
」

か
ら

、
生

徒
の
自

走
を

促
す

「
伴
走

者
」

へ
と

転
換
し

、
保

護
者

や
卒
業

生
、

塾
と

い
っ

た
外
部

リ
ソ

ー
ス

を
積
極

的
に

活
用

し
て
教

員
の

負
担

を
軽
減

す
る

発
想

が
重
要

。

実
績
の

捉
え
方

の
転

換
○

実
績

の
捉

え
方
を

、
大

学
合

格
者
数

だ
け

で
な

く
「
学

び
の

質
」

へ
と
転

換
す

る
必

要
が
あ

る
。

迅
速
な

意
思
決

定
と

制
度
改

革
の
必

要
性

○
公
立

は
リ

ソ
ー
ス

が
あ

る
一

方
で
、

意
思

決
定

が
遅
れ

が
ち

。
改

革
を
進

め
る

に
は

、
現
場

任
せ

に
せ

ず
、
柔

軟
で

迅
速

な
意
思

決
定
の

仕
組

み
が
必

要
。

外
部

の
力
を

活
用

し
な

が
ら
、

教
員

支
援

の
た
め

の
資

金
や

研
修
な

ど
、

組
織

的
な
サ

ポ
ー

ト
を

整
え
る

こ
と
が

不
可

欠
。

５



今
後

の
市

立
高

校
の

あ
り
方

に
関

す
る
懇

談
会

「
専

門
学

科
等

の
充

実
」
専

門
部

会

意
見

ま
と
め

１

別
紙

３



〜
菊
里
高
校
音
楽
科
〜

「
専
門
学
科
等
の
充
実
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

本
市
が

実
現

す
る
意
義

本
市
が

実
現

す
る
意
義

〇
音
楽

家
を

目
指
す

道
筋

や
音

楽
の
役

割
が

多
様

化
す
る

中
、

従
来

の
教

育
内
容

で
は

現
代

の
ニ
ー

ズ
に

対
応

し
き
れ

ず
、

生
徒

が
将

来
に

希
望

を
持
ち

音
楽

を
通

じ
て
社

会
と

つ
な

が
る
力

を
育

む
た

め
に

、
教
育

の
在

り
方

を
見
直

す
必

要
が

あ
る
。

○
単
一

の
演

奏
技
術

に
偏

る
の

で
は
な

く
、

生
徒

が
自
ら

音
楽

を
創

造
・

表
現
す

る
力

を
育

て
る
教

育
へ

の
転

換
が
求

め
ら

れ
る

。

○
音
楽

大
学

進
学
だ

け
で

な
く

、
音
楽

を
活

か
し

た
就
職

や
異

分
野

と
の

融
合
な

ど
、

多
様

な
キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
支
援

す
る

体
制

が
必

要
で

あ
る

。

●
ク
ラ

シ
ッ

ク
に
加

え
、

作
曲

等
の
新

し
い

コ
ー

ス
を
導

入
す

る
と

と
も
に

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
を

活
用

し
た

音
楽
制

作
や

楽
譜

作
成

な
ど

、
現

代
的
ス

キ
ル

を
全

生
徒
が

学
べ

る
環

境
を
整

備
す

る
こ

と
が
必

要
。

●
ア
ド

バ
ン

ス
コ
ー

ス
（

専
門

性
重
視

）
と

ベ
ー

シ
ッ
ク

コ
ー

ス
（

基
礎
か

ら
育

成
）

の
複

線
型
設

計
に

よ
る

生
徒
の

多
様

な
学

習

ニ
ー

ズ
へ

の
対
応

や
、

卒
業

生
の
キ

ャ
リ

ア
紹

介
等
を

通
じ

て
、

多
様
な

進
路

を
視

野
に

入
れ
た

支
援

体
制

の
強
化

が
必

要
。

●
音
楽

ホ
ー

ル
の
市

民
開

放
や

病
院
で

の
演

奏
活

動
な
ど

、
地

域
資

源
を
活

用
し

た
取

り
組

み
の
推

進
が

必
要

。

●
大
学

や
企

業
と
の

連
携

は
単

な
る
イ

ベ
ン

ト
に

と
ど
め

ず
、

教
育

的
価
値

を
明

確
化

し
、

継
続
的

な
関

係
構

築
が
必

要
。

●
教
員

の
確

保
・
育

成
、

外
部

人
材
の

活
用

な
ど

、
教
育

の
質

を
支

え
る
体

制
整

備
が

不
可

欠
。

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

２



〜
地
域
・
企
業
・
大
学
連
携
〜

「
専
門
学
科
等
の
充
実
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

本
市
が

実
現

す
る
意

義
本
市
が

実
現

す
る
意

義

〇
地
域

や
企

業
と

の
連
携

で
実

社
会

と
の
接

点
を

持
つ

こ
と
で

、
生

徒
が

「
自
分

ご
と

」
と

し
て
学

び
に

取
り
組

む
姿

勢
が

育
ま
れ

る
。

○
１
４

校
の

特
色

を
活
か

し
た

共
同

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
他
に

は
な

い
魅

力
を
生

み
出

し
、

学
校
の

認
知

度
と
価

値
を

高
め

る
。

○
出
前

授
業

や
共

同
研
究

を
通

じ
て

、
高
校

生
が

大
学

の
学
び

に
触

れ
る

機
会
を

得
る

と
と

も
に
、

大
学

側
も
地

域
貢

献
や

広
報
の

メ

リ
ッ

ト
を

享
受

で
き
る

。

○
地
域

イ
ベ

ン
ト

や
ア
ウ

ト
リ

ー
チ

活
動
を

通
じ

て
、

学
校
の

魅
力

を
市

民
に
伝

え
、

地
域

に
根
差

し
た

教
育
が

推
進

さ
れ

る
。

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

●
企

業
や
行

政
と
の

連
携

に
よ

る
課
題

解
決

型
学

習
を
導

入
し

、
生

徒
が
主

体
的

に
取

り
組
め

る
環

境
を

整
え
る

と
と

も
に

、
大
学

と

の
連

携
で

双
方
に

メ
リ

ッ
ト

の
あ
る

協
働

関
係

を
築
き

、
生

徒
の

進
路
意

識
・

学
習

意
欲
・

学
び

の
質

を
高
め

る
教

育
体

制
を
整

備
。

●
１

４
校
の

特
色
を

組
み

合
わ

せ
た
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

や
進

路
の

多
様
化

に
対

応
し

た
科
目

履
修

の
相

互
補
完

な
ど

、
市

立
高
校

な

ら
で

は
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
用
が

有
効

。

●
教

員
個
人

の
努
力

に
依

存
せ

ず
、
教

育
委

員
会

が
司
令

塔
と

な
っ

て
外
部

人
材

を
活

用
し
た

組
織

的
な

仕
組
み

を
整

備
し

、
持
続

可

能
な

連
携

体
制
を

構
築

す
る

こ
と
が

必
要

。

●
Ｓ

Ｎ
Ｓ
動

画
発
信

や
地

道
な

ア
ナ
ロ

グ
広

報
、

地
域
イ

ベ
ン

ト
で

の
ア
ウ

ト
リ

ー
チ

活
動
な

ど
、

多
様

な
広
報

手
法

を
組

み
合
わ

せ
、

学
校

の
魅

力
を
効

果
的

に
発

信
す
る

こ
と

が
必

要
。

●
企

業
版
ふ

る
さ
と

納
税

な
ど

の
制
度

を
活

用
し

た
、
連

携
活

動
や

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

財
源
確

保
の

工
夫

も
必
要

。
３



〜
専
攻
科
〜

「
専
門
学
科
等
の
充
実
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

本
市
が

実
現

す
る
意

義
本
市
が

実
現

す
る
意

義

〇
地
域

企
業

と
の

密
接
な

連
携

で
実

践
的
な

学
び

を
提

供
し
、

地
域

産
業

を
支
え

る
人

材
育

成
の
循

環
を

生
み
出

す
可

能
性

が
あ
る

。

○
高
校

3
年
間

で
は

時
間
的

制
約

が
あ

る
中
、

専
攻

科
に
よ

る
「

＋
２

年
間
」

の
学

び
は

、
企
業

連
携

や
課

題
解
決

型
学

習
を

よ
り
深

く
実

施
す

る
余

地
を
提

供
で

き
る

。

○
大
学

進
学

や
専

門
学
校

進
学

が
主

流
の
中

で
、

地
域

密
着
型

の
高

度
専

門
教
育

を
提

供
す

る
こ
と

で
、

名
古
屋

市
立

高
校

の
新
た

な

魅
力

を
打

ち
出

す
こ
と

が
で

き
る

。

●
専

攻
科
の

利
点
で

あ
る

少
人

数
教
育

や
企

業
連

携
は
、

既
存

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の

拡
充

の
中
で

実
現

可
能

性
が
あ

り
、

専
攻

科
で

な
け

れ
ば

で
き

な
い
教

育
内

容
や

成
果
を

明
確

化
し

、
既
存

の
高

校
教

育
や
デ

ュ
ア

ル
シ

ス
テ
ム

と
の

違
い

を
打
ち

出
す

こ
と

が
必

要
。

●
大

学
・
専

門
学
校

・
就

職
な

ど
進
路

の
選

択
肢

が
多
様

化
す

る
中

で
、
専

攻
科

の
位

置
づ
け

と
魅

力
を

明
確
に

し
な

け
れ

ば
、

生
徒

の
確

保
が

困
難
。

●
実

施
に
は

、
講
師

派
遣

、
設

備
提
供

、
イ

ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ

な
ど

、
企
業

側
の

協
力

を
得
る

た
め

の
仕

組
み
づ

く
り

と
信

頼
関

係
の

構
築

が
不

可
欠
。

●
少

人
数
教

育
や
専

門
的

な
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

の
実

施
に
は

、
教

員
の

確
保
や

設
備

投
資

が
必
要

で
あ

り
、

市
と
し

て
の

持
続

可
能

な
支

援
体

制
が

必
要
。

●
国

内
外
の

成
功
・

失
敗

事
例

の
調
査

を
踏

ま
え

、
市
と

し
て

の
独

自
性
と

持
続

可
能

性
を
確

保
で

き
る

か
慎
重

な
検

討
が

必
要

。

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

改
革
の

方
向

性
・
留

意
点

４



〜
そ
の
他
〜

「
専
門
学
科
等
の
充
実
専
門
部
会
」
に
お
け
る
主
な
意
見

学
校
間
連
携
と
生

徒
主
体

の
交
流

の
充
実

〇
市
立

高
校

１
４

校
と
い

う
規

模
は

、
相
互

に
顔

の
見

え
る
関

係
性

の
中

で
連
携

し
や

す
く

、
高
校

生
同

士
が

学
び
合

え
る

環
境
が

整
っ

て
い

る
。

海
外
派

遣
事

業
や

市
立
高

校
＆

大
学

フ
ェ
ア

な
ど

、
学

校
の
枠

を
越

え
た

交
流
の

機
会

を
さ

ら
に
早

い
段

階
か
ら

充
実

さ
せ

、
生

徒
主
体

の
企

画
・

運
営
へ

と
発

展
さ

せ
る
こ

と
が

望
ま

し
い
。

教
員
の
負
担
軽
減

と
主
体

性
の
尊

重

〇
改
革

が
教

員
の

業
務
負

担
を

増
や

す
懸
念

が
あ

る
た

め
、
既

存
業

務
の

見
直
し

と
教

員
の

ウ
ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
の
確

保
が

不
可
欠

で
あ

る
。

教
員

の
主
体

性
を

引
き

出
す
環

境
づ

く
り

が
、
質

の
高

い
教

育
の
基

盤
と

な
る

。

起
業
教
育
な
ど
新

た
な
学

び
の
導

入

○
ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
へ
の

関
心

が
高

ま
る
今

、
商

業
高

校
の
生

徒
が

社
長

を
経
験

す
る

よ
う

な
先
進

的
な

教
育

を
本
格

的
に

導
入
す

る
好

機
で

あ
り

、
理
念

や
目

的
を

深
く
考

え
る

プ
ロ

セ
ス
を

通
じ

て
、

変
化
の

激
し

い
社

会
を
生

き
抜

く
力

を
育
む

教
育

が
求
め

ら
れ

て
い

る
。

５



令
和
７
年
１
２
月
１
７
日

名
古
屋
市
教
育
委
員
会

高
等
学
校

入
学
者
選

抜
に
つ

い
て

別
紙

４

１



●
特

色
選

抜
の

導
入

高
校

や
学

科
の

特
色

を
生

か
し
て
、
一

部
の

高
校

や
学

科
で
実

施

●
学

力
検

査
を

２
回

か
ら
１
回

へ

●
面

接
を

実
施

す
る
/し

な
い

は
学

校
ご
と
に
決

定

●
入

試
日

程
全

体
を

前
倒
し

●
長

期
欠

席
者

選
抜

の
拡

大
・
や
む
を
得

な
い

事
情

に
よ
り
、
第

３
学

年
の

欠
席

等
の

日
数
が

出
席

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日

数
の

半
分
以

上
で
あ
る
人

が
申
請

可
能

・R
６
入
試

よ
り
中

学
校
卒

業
者
も
申

請
可
能

に

●
W

e
b
出

願
の

導
入

・全
て
の

出
願

手
続
を
W
e
b
上

で
実

施

①
入

試
改

善
の

動
き

R
5
入

試
～

R
6
入

試
～

２



特
色
選
抜

推
薦
選
抜

一
般
選
抜

出
願

基
本

状
況

等
志

望
理

由
出

願
基

本
状
況

等
出

願
基

本
情

報
等

入
学

志
願

者
が

取
る
べ
き

手
続

き
（
入

力
）

調
査
書
情

報
推

薦
情

報
調

査
書

情
報

調
査
書
情

報
中

学
校

長
が

取
る
べ

き
手

続
き
（
入

力
）

面
接

【
作

文
/
基

礎
学

力
検

査
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

実
技

】
か
ら
１
つ

面
接

の
み

（
一

部
の

学
科

で
特

別
検

査
）

学
力

検
査

面
接

（
希

望
校
の

み
）

特
別

検
査

（
一

部
の

学
科
で
実

技
等

）

入
学
検

査

各
校

・
学

科
の

募
集

人
員

の
2
0
%

程
度

ま
で
を
上

限
に

各
校

が
定

員
を
設

定

普
通

科
：

募
集

人
員

の
1
0
～

1
5
%

程
度

専
門

学
科

・
総

合
学

科
：

募
集

人
員

の
3
0
～

4
5
%

程
度

募
集

定
員

－
（
推

薦
・
特

色
合

格
者

数
）

募
集
定

員

高
校

入
試

②
選

抜
方

法

３



高
校

入
試

②
選

抜
方

法
（
特

色
選

抜
）

特
色

選
抜

●
高
校

や
学

科
の

特
色
を
生
か
し
た
選
抜

（
R
5
入

試
よ
り
実
施

）

●
将
来

の
進

路
目
標

や
そ
の

高
校
・
学

科
で
学

ぼ
う
と
す
る
意

欲
、
学

科
や
コ
ー
ス
に
関

連

す
る
分
野

で
の

能
力

・
実
績

な
ど
を
重

視

①
農

業
、
工

業
、
商

業
、
水

産
、
家
庭

、
看

護
お
よ
び
福

祉
に
関

す
る
学
科

②
理

数
、
体

育
、
外

国
語

、
国

際
教

養
に
関

す
る
学
科

、
総

合
学

科

お
よ
び

コ
ー
ス
を
設

置
す
る
普
通

科
・
特

色
あ
る
教

育
課

程
を
有

す
る
普
通

科
③

地
域

に
根

差
し
、
地

域
貢

献
を
特

色
と
す
る
高

等
学

校

特
色

選
抜

を
実

施
で
き
る
学

校

名
古
屋

市
立
高

校
で
は
４
校

が
実
施

名
古

屋
商
業

高
校
・
若

宮
商

業
高
校

→
①

西
陵

高
校
・
北

高
校

→
②

一
部
の

学
校
・
学

科
で

実
施

４



高
校

入
試

調
査

書
情

報
に
つ

い
て

愛
知

県
公

立
高

校
入

学
者

選
抜

方
法

協
議
会

入
学

者
選

抜
方

法
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
研

究
協

議
を
行

う

機
関
と
し
て
設
置

。
選
抜

方
法
の

改
善

の
役
割

を
果

た
し
て
る
。

調
査

書
情

報
の

登
録
事

項
に
つ
い
て

●
「
性

別
」
「
行

動
の

記
録
」
及

び
「
出

欠
の

記
録

」
を
削

除
す
る
。

●
そ
の
他

の
事

項
に
つ
い

て
は
、
現
行

の
と
お
り
と
す
る
。

●
実
施

時
期

に
つ
い
て
は
、
令
和

９
年
度

入
学
者

選
抜

と
す
る
。

５



高
校

入
試

入
試

制
度

改
革

に
向

け
て

●
特

色
選

抜
の

拡
充

●
調

査
書

情
報

の
精
選

●
推

薦
入

試
の

扱
い
、
多

様
な
入
試

制
度

の
導
入

●
調
査

書
情

報
と
し
て
何
が

必
要

で
、
何
が

不
要
か
。

●
中
学

校
の

学
習
状

況
を
評

価
し
て
ほ
し
い

中
学

生
も
、
負

担
に
感

じ
る
中
学

生
も
い
る
。

●
現
状

で
は
、
普
通

科
は
「
特
色

あ
る
教
育

課
程

を
有

す
る
」
こ
と
が

条
件
。

●
「
地

域
貢

献
を
特

色
と
す
る
」
条
件

の
許

容
範
囲

を
ど
こ
ま
で
認

め
る
か
。

●
当
日

の
学

力
検
査

得
点

の
み
で
合

否
決
定

す
る
入

試
に
ニ
ー
ズ
は
あ
る
か
。

●
中
学

校
の

部
活
等

の
変

化
を
踏
ま
え
て
、
推
薦

入
試
制

度
の

適
正

な
方

法
は
。

※
検

討
に
あ
た
り
、
県

ま
た
は
国

全
体
の

制
度

変
更

が
必
要

な
制

度
、
市

で
検

討
で
き
る
制

度
が
あ
る
。

R
7
の

入
選

協
に
も
議

論

６



今後の市立高校のあり方に関する懇談会傍聴要項 

 

 （目的） 

第 1 条 この要項は、今後の市立高校のあり方に関する懇談会（以下「懇談会」

という。）の傍聴に係る手続、遵守事項その他の必要な事項について定める

ことを目的とする。 

 

 （傍聴者の定員及びその決定方法） 

第 2 条 傍聴者の定員及びその決定方法は、教育委員会事務局教育支援部高等

学校教育課長（以下「課長」）という。）がこれを定めるものとする。 

 

 （傍聴の手続） 

第 3 条 懇談会の傍聴を希望する者は、あらかじめ公表した方法により、傍聴

の申出をしなければならない。 

 

 （会議場に入ることができない者） 

第 4 条 ポスター、ビラ、拡声器の類を持っている者のほか、議事を妨害し、

又は人に迷惑を及ぼすおそれがあると認められる者は、会議場に入ることが

できない。 

 

 （傍聴者の守るべき事項） 

第 5 条 傍聴者は、静粛を旨とし、次の事項を遵守しなければならない。  

 (1) 会議場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明

しないこと。 

 (2) 私語、騒ぎ立てること、みだりに席を離れること又は他人の迷惑となる

行為をしないこと。 

 (3) 携帯電話その他音を発生する機器の電源を切ること。 

 (4) その他会議場の秩序を乱し、又は議事の妨害となる行為をしないこと。 

 

 （写真、ビデオ等の撮影及び録音等の禁止） 



第 6 条 傍聴者は、会議場において写真、ビデオ等を撮影し、又は録音等をし

てはならない。ただし、課長が許可した場合は、この限りでない。 

 

 （傍聴者の退場） 

第 7 条 傍聴者は、傍聴を認めない議題に関する懇談等を行おうとするとき

は、直ちに会議場から退場しなければならない。 

 

 （傍聴者への指示） 

第 8 条 傍聴者は、教育委員会事務局教育支援部高等学校教育課の職員の指示

に従わなければならない。 

 

 （違反に対する措置） 

第 9 条 傍聴者がこの要項の規定に違反したときは、課長は、傍聴者に対して

必要な措置を命ずることができる。 

2  傍聴者が前項の規定による命令又は前条の指示に従わないときは、課長は、

その者に対して会議場からの退場を命ずることができる。 

 

 （周知） 

第10条 課長は、傍聴を希望する者及び傍聴者に対し、この要項の周知を図ら

なければならない。 

  

 （委任） 

第11条 この要項に定めるもののほか、懇談会の傍聴に関し必要な事項は、課

長が決定するものとする。 

 

   附 則 

 この要項は、令和 7 年 6 月 1 日から施行する。 

 

【改正等履歴】 

施行日 令和 7 年 6 月 1 日 



     今後の市立高校のあり方に関する懇談会開催基準 

 

平成28年 7 月 1 日 

教育長決裁 

 

 （趣旨） 

第 1 条 この基準は、社会の変化やニーズに対応した魅力ある市立高等学校( 

以下「市立高校」という。）のあり方検討に活用するため、学識経験者、市

立高校の教職員等から幅広く意見を聴取する今後の市立高校のあり方に関す

る懇談会（以下「懇談会」という。）の開催に関し、必要な事項を定めるも

のとする。 

 

 （構成） 

第 2 条 懇談会は、次に掲げる者のうちから教育委員会が指名する者により構

成する。 

 (1) 学識経験者 

 (2) 市立学校の教職員 

(3) その他教育委員会が必要と認める者 

 

 （座長） 

第 3 条 懇談会の座長は、構成員の互選により決定する。 

2  座長は、懇談会の議事を進行する。 

 

 （懇談会の開催） 

第 4 条 懇談会は、必要の都度、教育委員会が開催する。 

  

 （部会） 

第 5 条 専門事項について議論を深めるため、部会を置くことができる。 

2  部会は構成員のほか、必要に応じて教育委員会が指名する者の出席を求め

ることができる。 



 （謝金） 

第 6 条 構成員（市職員を除く。）への謝金は、日額12,600円とする。 

 

 （庶務） 

第 7 条 懇談会の庶務は、教育委員会事務局教育支援部高等学校教育課におい

て行う。 

 

 （委任） 

第 8 条 この基準に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は、教

育委員会事務局教育支援部長が定める。 

 

附 則 

 この基準は、令和 7 年 5 月 1 日から実施する。 

 

【改正等履歴】 

施行日 平成28年 7 月 1 日 

施行日 令和 7 年 5 月 1 日 

 


